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主な著書・訳書
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令和7年国語教科書（三省堂）に一部掲載

監訳中



通底する問題意識

いかにして、信頼性・公平性・安全性を考慮しながら、AIと人の
共生・共創を可能とする技術を実現するか
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分断×AI



エコーチェンバー

同じ意見をもつ人々が集まり、自分たちの意見を強化し合うこと
で、多様な視点に触れることができなくなる現象
• インターネットの文脈ではCass Sunsteinが提起 (2001)

• 意見の二極化と社会的分断（懸念）

• ホモフィリー（「類は友を呼ぶ」）による選択的接触

• それに加えて、アルゴリズムによる情報の取捨選択・調整
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米大統領選2020のエコーチェンバー

ツイートの拡散に見るリベラル系（青）と保守系（赤）のイデオロギーの分断 

日本経済新聞電子版（2020/10/30, 笹原作成） 7

バイデン派 トランプ派



反ワクチン運動
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反ワクチン派

ワクチン派

右派

左派

ニュートラル・メディア

フォロワー数が多いほど毒性が高い
リプライを受け取る

K. Miyazaki, T. Uchiba., K. Tanaka and K. Sasahara,  Humanities and Social Sciences Communications  (2022)

反ワクチンの投稿の毒性は高い



ヘイトの増幅

• イスラム教のタブリーグ・ジャマート集会
に関するFacebookの投稿の共有

• 反イスラムは専らヘイト（偽情報）を共有

• 反イスラムの投稿は反反イスラムの
3倍速く拡散

反イスラム
（インド）

反反イスラム
（インド国内外）

P. Ghasiya and K. Sasahara, SM+S, 2022
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K. Sasahara et al. Journal of Computational Social Science (2021)
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NHK ETV特集「パンデミック 揺れる民主主義 ジェニファーは議事堂へ向かった」で紹介



SNSはエコーチェンバーを加速する

社会的影響の強さ
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K. Sasahara et al. Journal of Computational Social Science (2020)



陰謀論を増幅するBot 赤：悪質なBot
緑：普通のBot

トピック：Trump

W. Xu and K. Sasahara, Journal of Computational Social Science (2022) ← 米大統領経済報告2023で引用 12



プラットフォームに埋め込まれた認知

What is 
engaged 

with

What is 
shown

What is 
thought
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ホモフィリー

アルゴリズム
情報環境の
局所最適化

承認欲求

プラットフォーム

ネットワーク効果

アテンション
エコノミー

エコーチェンバー

フィルターバブル

↑AIによるハッキング（認知戦）
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包摂×AI



ディープフェイクの生成と検出
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越前教授と安倍元首相の顔を入れ替えたディープフェイク ゼレンスキー大統領のディープフェイク

https://www.synthetiq.org/



XFinch実験
1282名の日本人参加者を対象とする大規模実験
2025年6月6～8日の3日間, 計5回
東京科学大学倫理審査許可番号2025050

• XFinchは動画を視聴・共有するSNS

• 動画は、普通の動画とディープフェイク
を含む

• 検出ツールは越前GのAIモデルを使用
H. H. Nguyen, J. Yamagishi, and I. 
Echizen, IJCB 2024
84% (True 94%, Deepfake ~74%)

• 参加者は他の参加者と繋がっている
（社会的ネットワーク）

• 参加者は、システムから定期的に供給さ
れる動画の他、フォローしている参加者
が共有した動画も視聴・共有できる

• 自分が共有した動画がフォロワーに共有
されると、通知を受け取る
（通知の数 ～ 評判）
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• 検出ツールなし
統制条件

n=329

• 検出ツールあり

• 疑わしい動画を報告可能
ただし、その集計結果は表示されない

独立条件

n=315

• 検出ツールあり

• 疑わしい動画を報告可能
かつ、その集計結果も表示される

社会条件

n=326

• 社会条件とほぼ同じ
ただし、検出ツールの結果がウソ：
例：改竄の可能性が高い → 低い

ソーシャルエン
ジニアリング
条件 n=312



χ2(3)=287.19, p <. 
001

χ2(3)=15.80, p = . 001

p < .001

p < .001

p = .026

ディープフェイク本物の動画

動
画

の
共

有
頻

度

統制条件 独立条件 社会条件 ソーシャル
エンジニア
リング条件
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AIツールの使用は「本物の動画」の共有を促進
p = .001 p = .016

統制条件 独立条件 社会条件 ソーシャル
エンジニアリング

条件

ディープフェイク
本物の動画

動
画

の
共

有
確

率
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生成エージェントが促進する包摂
（w/富士通）
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生成エージェント

単純エージェント

動的に
パーソナライズ
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アイディアソン
による実証実験

東京科学大生（東工大
生）を含む25名が参加

東京工業大学倫理審査
No.2023319



生成エージェントは集合知を促進

21トピックの変遷

投稿数の推移と分布

生成エージェントあり

生成エージェントあり

なし

なし

M. Tanaka, A. Naito, K. Onoue, and K. Sasahara, IC2S2 2024



生成エージェントは集合知を促進（続）

22M. Tanaka, A. Naito, K. Onoue, and K. Sasahara, IC2S2 2024
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問題意識
• AIの精度と受容性の乖離

• AIの正確な判定も、警告の繰り返しは
効果がないか、逆に共有意欲を高める
パラドックス

• 人-AIの相互信頼の重要性

• 透明性・公平性と並ぶAI設計の国際的
課題（EU・OECD・NIST）

• ソーシャルAI設計学の必要性

• AIを「真偽判定装置」から「信頼を媒
介・形成する社会的存在」へ再定義

24

動画4つを視聴
AIによる警告を4回連続提示

J. Chen et al. (under review)
https://osf.io/preprints/osf/xzjvg_v1

https://osf.io/preprints/osf/xzjvg_v1


不確実性社会を克服する信頼指向ソーシャルAI設計学
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代表
笹原和俊（東京科学大）

分担
五十嵐祐（名大）

分担
越前功（NII）

JST CREST（「人とAIの共生・協働社会を実現する学際的システム基盤の創出 」）に採択！



信頼準備性という基盤概念
信頼準備性 (Trust Readiness) は、技術的な信頼相当性（Trustworthiness）や
個人の信頼傾向（Trust Propensity）を補完しつつ、動的かつ文脈適応的な信頼
の側面を捉える視座を提供
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